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Y2 - il(Dc2L+Dc3･Dc2L)vcll(1-恒 (Ds2L･Ds2D｡)vs-x]
･[(Dc3+Dc2L)vcll(1-x)+Ds2Dcvs-1x],






pvcp-(1-x･ 冨x)y･; [(1-x)Yl･芸xzl]y2･ 言冨xz2y3, (7)
を得る.
3 結果 ･考察
式(7)について,L/D｡-5,D｡-Dsの場合のシミュレーションとの比較を,図2に示す･図で
は,実線で式(7)による近似を示す.データ点はシミュレーション,および剛体球系の良い近似で
あるCarnahan-Starling方程式によるものである.一番左側の実線およびデータ点が ∬-1すな
わち剛体球系のもの,右側へ行くにつれ xが減少し,一番右側のものがx-oすなわち剛体冠球
円柱の1成分系のものである.状態方程式 (7)が,この2成分系の液体状態の圧力と密度の関係を
広い範囲で良く近似していることが確認できる.
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